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7. 先進資本主義の影響と後進国一日本の対応への条件
へリー提督を使節とするアメリカの日本に対する門戸開放の強要 (1853年，嘉永6年)に
はじまる欧米資本主義列強の日本への開国強要は，いづれも資本主義的生産方法による商品
の販路として，やむことなき利j閏の追求を目的として市場を求めてやまない資本主義経済の
運動法則にもとづくものであり、 イギリスのリーダーシヅソの下においてなされた欧米資
本主義列強の対日外交=日本攻勢が軍事的征服による植民地化をu指したものでなく、む L
ろ世界市場の一環として国際貿易=世界経済の中へ引き込もうとする経済的理由によって展
開されたことについては，すでに第 4 号においてみたところである口当時の ~I止界史の潮流
の原動力をなしたものは，いうまでもなく産業革命」いであり，欧米資本主義列強の日本へ
の開国強要はいづれも1860年代頃までに産業革命を完 fした国ぐにとそうでない固との経済
段階の格差による力関係の去現であって，先進資本主義諸国が後進諸国を自己の経済的勢力
闘に捲き込んで世界的市場=世界資本主義を形成してゆく最後の過程であり，いわば世界史
の歴史的必然性の結果であった 1この時点におげる世界史の課題は，主として資本主義的
商品の世界的流通綱を形成すること， したがって妨げられることのない世界市場的連関をっ
くり上げることであり，そのことによって世界的規模での資本の再生産機構を完成すること
であったJ むからである O 欧米資本主義列強の， したがって資本主義的生産様式の後進国へ
与える影響はE.J .ホブズボームのいう如く「世界のうちのひとつの部分における産業資本
主義およびブルショワ的社会，政治組織の勝利と，世界全体にたいするそれの，経済的政治
的イデオロギ一的な浸透と征服 i3)であるが，マルクス，エンうんスはすでに1848年に，よ
1 )河野建二「付論一世界史のなかの明治維新j (同氏編「講座マルクス主義7歴史」所以208頁)
2)向上209頁
3) E. J .ホブズボー ム(安)1・水田訳) 「市民革命と産業革命一 二噴革命の時代' 日本語訳序文 ly
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り明縫に次のようにしみ o Iじぶんの生産物の販路をつねにひろげようとする欲求は，ブル
ジョアジーを駆って地球上のすべてのところにおもむかしめる。いたるところ，彼らは巣を
つくり，いたるところに植民しいたるところで結びつきをつくらざるをえなし、。
プ守ルジョアジーは，世界市場を開拓することによって，すべての国々の生産と消費とを位
界的なものにした。J4)また次のようにL寸。 Iブルジョアジーは，すべての生産要具の急速
な改善により，かぎりなく容易になった交通により，すべての国民を，もっとも未開な国民
をずら文明にひきいれる。彼らの商品の安い価格は彼らがそれをもってあらゆる支那の城
壁を粉砕し 未開人のもっとも頑強な排外心をも降伏させた重砲である。ブ、ルジョアジー
は，すべての国民に，滅亡したくないならば，ブルジョアジーの生産様式をじぶんのものと
することを強制する。彼等は，すべての国民に，いわゆる文明を自国にとりいれることを，
すなわちブルジョアになることを，強制する。一言でいえば，彼等は， じぶんの姿ににせて
世界をつくるのである。J5)
当初資本主義的生産が「根本的な方法」でおこなわれたのはイギリスにおいてだけで、あっ
たが， しかし次第に西ヨーロッパの他のすべての諸国にも波及して，同ーの運動を経過する
にいたる。かくして資本主義的生産方法は「歴史的宿命」となるO 6〉資本主義的生産方法が普
及，発展するにともない，一方ではそれらの国ぐには先進資本主義として資本の価値増殖の
目的のために侵略的植民池化であると，自由貿易方式であるとを問わず，不断により広大な
市場を求めてやまず，他方後進的諸国は否応なく各自国の発展段階の度合いに対応して，そ
れらのうちいづれの道をとるかを強要される。前者の資本主義経済法則が市場を求めて開国
を強要するのが当然の論理ならば，強要されて日本が開国を余犠なくされるのもまた必然で
ある。しかしいかに「ブルジョアジーは，すべての国民に，滅亡したくないならば，ブルジ
ョアジーの生産様式をじぶんのものとすることを強制する」といっても，当時は「商品は国
意
旗にしたがうJ7)時代であり，武力を背景とする外交によって市場が確保される状況であっ セ
たがために，資本主義的生産様式を可能にする圏内的諸条件を具備しない後進国は先進国に
対抗・自立=自主・独立を果たすことができまず，いきおい植民地化・半植民地化は免かれ
得なし、。植民地化・半植民地化を免かれて先進国に対抗・自立し得るか否かはその国の地理
的条件・政治・社会情勢，従って民族意識昂揚の強弱の程度如何も大いに影響し，これらを
軽視することは許されないが，究極的にはその可能な経済発展段階の如何によるといわねば
4)マルクス・エンゲルス(宮川訳) r共産党宣言J (青木文庫)15頁
5)向上16頁
6 )マルクスからヴェラ・ザスーリッチへの手紙(マルクス<手島訳>r資本主義的生産に先行する諸形
態」所収120頁。)マノレタスはこの運動の「歴史的宿命」を西ヨー ロッパ諸国のみに限定している。(同
よ)
7)高橋正雄「日本資本主義入門J123頁
r 
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幕末の日本は， ノーマン (E.H. Norman) が日本の I~業化の出発点の物的な絶対水準が
丙欧諸国，特にイギリスに対・して低く，明治政府は豊臣秀吉の時代主でさかのぼって政策を
推し進めねばならないほど不利な状況にあったというように 8)イギリスに対Lて程度の差
こそあれアジアの他の諸国と共通の三つの性格をもっていた。すなわち， (一)おくれて工業化
にとり組む，同出発点の絶対水準が低い，同不平等化要内をもっていた， という三つの性格
である 9)欧米資本主義列強に対Lて後進的であったにも拘わらず， 日本ひとりロストウ
(w. VV. Rostow)のL、う一離陪 10) こ成功した理由はなにかc イギリスが最も早く離陸し
得た理由として， (寸早期の園内統¥尚早期の世俗化， 同100年の平和， (回新しい経済主体
の群生手があげられるが 1 >日本の場合も資本主義への出発はj!fれたげれども，それらの諸
条件ば可成 i)共備していたのであって，社会発展段階の縮図である経済段階は不十分ながら
も，幸運にも「商業資本に何らかの要因が加わるならぽ全面的に産業資本に発展すべき可能
性が存主Lていた!12)状態にあって，かなり広汎にマニュファクチュア(ma nuf acture)の
展開をみていたのであり， !資本主義生産関係の基礎定立に対する前提条件は成熟J13) Lて
いたといってよいし，同時にこれに照応して!c?下層Jが古いものを望まず:r上層」もこ
れまでのようにやってゆけなくなる I1.1)というような，社会的な革命的某本条件が成熟しつ
つあった事実については疑うべくもたい A幕藩体制の矛盾を成熟させ，その存立の基盤を危ふ
くLつつあ ，t二のはまきに白生的な経済発展段階であ/)tこ♂ 〈明治初期の金融而に勺L、て入
れば，銀行と呼ばれるものからの貸出しに比較Lて質阜、無尽，頼母子講手零細金融機関から
の貸H¥しが極めて大きな比重を占めており， このことほ|荷人地主等が明治初期金融面で非常
に強同tc地歩を築L、てL、たと同時に司的等の資本蓄積を主盤と Lて.農村の中から商工業を推
L ;tめ心余力がrwj主<)て L、f二ことを示 Lている 朝台孝吉J(;i二土.1(111日治lij閉に商人地主手
が金融而iで強固な地歩を築していたという論証から、 従米明治、初期のわが困経済の)))λが.
政府， I日武家を中心に「上からJ進められていたと L、われていたが，むLろ「下からJ進め
られていったのではないかと考えざるを得なL、J16)とされるほどであるが，いづれにしても
8 )ノ---/'〆 ( -t~.jt訳日本;ニ;f:;:十乙近代同'8':の吹了 líi:ï亘参照
9 )坂本二郎 日本の近代化の特徴 (慶応義盛経済学会編 日本経済の近代化所収201頁j
10) ¥V. ¥V" Rusto¥¥: The Stage~ ut EじonOilllC (~r，)爪."Ül.
11)坂本前掲書203頁、日本の場合;土2り3頁以下参詔
1:2)堀江保蔵 fl木坂本J二義の成立 j相頁
Ll)森喜一 日本資本主義発生史J23.1頁
14) レーニン「共産主義における 7左翼」小児病国民丈庫)2.17rf 
1J)朝倉孝古 明治前期日本金融構造!と_:Ji'((t)ト参nr1
Hi) I司上序x.，i 
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日本資本主義は単に「上から」の諸要因にひきづられて展開しただけではなく，在来産業を
含む根強い「下から」の諸要因が，これに相呼応して展開していったとみるべきであるO m 
日本が欧米資本主義列強から不平等条約 (1858年，安政5年)を押しつけられながらも，資
本主義的生産様式を移植，模倣しその「接木J18)に成功して，ともかく自主独立を保持で
きたのは， 日本の経済的発展度が， アジアの他の諸国より上位にあったからにほかならな
い。また明治維新は，政治的変革としての「王政復古J，社会変革としての「王政維新」を
経過することによって遂行されるが 19)その場合たとえ「尊皇」が政治的変革の手段として
利用されたとしても，天皇が国家統一の最高権威として将軍慶喜をして朝敵となるを恐れて
自発的に恭順せしめ，これがために大きな内乱が回避せられて，早期かつ容易に近代的統一
国家が形成せられたことが，日本をして清国の如き半植民地化たらしめなかった事実も過少
評価してはならなし、020〉
8. 資本主義への必然性 (1宮圏強兵」を中心に〉
新たに成立した明治政府の課題は中央集権的近代統一国家と統一的圏内市場との形成にあ
ったが， しかし緊急にして最大の目標は欧米資本主義列強に伍するための軍備とそのための
生産力との増強で国力増強策としての所調「富強」にあった。明治政府の|止界史の流れに泊
おうとする進歩的な諸政策も当初は資本主義の全体系を把揮して，これを科学的に組織立
って実行したものでは決してなL、。J21l 1差し迫った現実の困難を解決するために試行錯誤的
にJ22) 1断片的J， 1非組織的J， 23) 1直線的J， 1直訳的」加に性急な導入移植政策とし
て遂行されたにすぎなL、。事実維新当初において明治政府は一体何から手をつけてよいのか
わからないというのが実情であり，その間の消息は大隈が渋沢に対して，大蔵省への任官を
京工
説得した次のことばによって知ることができるo 1現在の政府当局は，総てを新しく建直し 〈
きうとう ことごと
ているのである。総ての旧套を脱して悉く新しく生み出さなければならぬ時代であるから
17)篠原三代平「日本経済の構造J (清水幾太郎編「現代思想事典」所収516頁参照)
18)高橋亀吉「増補改訂日本主義発達史J66頁 矢内原J忠雄「現代日本小史総説J (同氏編「現代日本小
史」上巻所収38頁)
19)波田吉雄「明治維新史J205頁以下，同「明治維新における変革思想の展開J(桑原武夫編「ブルジョ
ワ革命の比較研究」所収)393頁以下 梅渓昇「明治維新J (年報政治学1964年「近代革命の再検討J
所収)102頁以下各参照
20)高橋亀吉「日本近代経済形成史j第二巻9-11頁，同「日本近代経済の育成J21-6頁各参照
21)高橋亀吉前掲「発達史J66頁
22)坂田吉雄，前掲，桑原編「比較研究J400頁
23)高橋亀吉，前掲「発達史J67頁
24)高橋亀吉「日本近代経済の育成J147頁
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一人で、も多くの人材を必要とするのである O 君は人ー蔵省の仕事に対しては何等の経験もない
というが，その点については， この大隈にしても全然、無経験で、あり，伊藤小輔(博文)とて
やおよろす っこ
も同様で、ある O 今日の状態を例えて云えば，わが国の神代時代に八百万の神々が集うて御相
談をせられ， もろもろの施設をされたと同様の訳で，衆知を集めて新しい政治を行なおうと
する場合なのであるに25) 一現実の困難」とは国内的には旧幕藩体制ないしは旧来の封建的武
士支配の体制復活を実現せんとする反革命的勢力， また自由民権運動によって象徴される下
からの変革的勢力の台頭であり，対外的には欧米資本主義列強の武力を背景とする強圧的対
日外交から'1:ずる民族的危機感であって，幕末の用語によれば 内憂外患」である O これら
に対処するためには「強兵」によってのみ「内は以て草賊を鎮圧し，外は対峠の勢を張るJ26)
ことが可能である口しかし強兵が緊急の最大目標とされたのは以上の理由によってだけでは
なL、。つねにわが国の軍制確立の叔機にたずさわり， 自ら好んで「一介の武弁 I27)という言
葉を口にした一明治の元勲」山県有問の1882年(明治15年)8月「陸海軍拡張に関する財政上
申 28)によれば， 日本の独立維持のためという口実のもとに，明かに大陸侵攻を目的とする
軍備拡張と軍事費の増強が強調されてL、る O 欧米資本主義列強に対抗・白立しようとする動
機が，それらの国ぐにの対外行動を模範と Lながら， 日本自らがアジア大陸へ侵攻しようと
する態度となってあらわれる O アジアへの進出は欧米資本主義列強の東洋への膨張を模倣
しそれを裏返したかたもで実践 Lようとするものである 29)この西洋諸国を先進的モデノし
とLて円本海外発展をはかろうとする思想ば，既に日本を|東洋のイギリス|とすることを
目標としていた本多利明 (1西域物語J1798年，寛政10年);こ求めることができるが30) アジ
アへの進出の必要性を長も明確に示 Lているのは， ー交易にて魯国:こ失う所は，又土地にて
鮮満にて(賞ふベL 31Jという吉田松陰の考え方であるつ強同;にごよヨつ〉て失つ f土二所を弱少同の位
阿略存に
ら，現実的にはその強大な力の前に議参・追随・区には目弁(1~32) ならざるを仰ない ti:'lr'i が日
本をしてアジア侵略への道へかりたてることになる G この点につL、ていえば明治政府は松陰
23)梅渓界一お雇い外1'，1人JfiSI'( 
26 )井上清「日本の歴史J205n: 
27)奈良本辰也 明治維新人物事典一幕末編 2-W貞
28)大山梓編 1~ 1県有明意見書J 松永昌三一自由民権思想 J (橋川・松本編一近代日本政治思想史J
所収191頁参照)
之9)植手通有 l 対外観の転frlL!橋JI・松本編前掲書所収5:i頁)
3())本庄栄治郎解題:-1，:多利明集J177頁. 1司「経済史研究 I :17t'(J、卜参照
31)山口県教育会編「吉田松陰全集」第八巻423頁
32)維新政権の買弁性については，津田秀夫{明治国家成立の歴史的前提」同氏編 7明治国家成立の経済
基盤」所収244~ 5 J{) 
石井孝 明治維新における国際的環境J4(i瓦参照
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の思想を継承し実践するためにも強兵は当面の課題であったわけで、ある。以上諸般の事情に
よって強兵は明治政府の当面の最大目標であり，それだけに緊急を要したのである。その聞
の事情は，山県の意見一軍備拡張は課税(増税〉による他に方策カミない，しかし増税の令がー
たび発せられとと，これがために諦天下は一時に騒然たる景況を呈すこと必然，されど今日
国家の光輝を失墜せず独立を維持するには他に良策なし，ために「今日我等の取るべきもの
は唯断の一字のみJ3めとし、う言葉によってうかがうことができる。明治政府が外圧一西洋の衝
激 (westernimpact)に対抗しつつ自主
・独立を目指し，圏内の不平分子を抑へ
て封建制を撤廃しつつ中央集権的近代統
一国家を形成するためにはまづ強兵が急
務であり，強兵が万事に優先したがため
に全力を軍事に傾注したということは別
表の如く予算面に明確に示されている。
明治政府が維新遂行過程に要した超大
な軍事費は当初国民への課税(増税)に
頼るほかなく，ここに「兵制と税制，す
なわち徴兵令と地租改正こそは，日本の
『富強』を実現する大久保らの体制創出
構想の根幹をなすJ3むものであった。政
府財源の基調が当時の経済状態から主と
第一表 明治初期における軍事費 (単位千)
中央政府|軍事費 i~
支出総額 TXlOO 
凶(到!日
第1Jm i 1868 ， 30，505 4，546 14.9 
g，A 
2 
3 
69 20，785 ， 3，060 14.7 
70 I札 107 I 2，076 I 10.3 
71 19，235 3，348 17.4 
72 I 57，730 I 9，碗 I 16.6 
73 62，678 9，482 15.1 
74 田 269 ' 13ω16.6 
66.134 12.227 18.5 
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して農村に求められねばならなかった事 一一
情によって，地租の農民負担の重税の重
荷による農民生活の困窮は，自由民権運
13 80 63，HO 12，009 19.0 
(高橋誠「明治tl1'政史研究J36頁より) ε 
動と関連して農民騒擾を激発させた。 1868年(明治元年)から1877年(明治10年)に至る10
年間の農民騒優は全国的に亘り，しかもその数は 187件35)を数え，徳川期以降の農民一挟史
における最大のピークを示Lた。明治政府に対する相次ぐ不平， 不満， それにもとづく内
乱，騒擾を牽制，抑圧・鎮圧するためにも強兵はますます必要であり， しかも強い軍隊と警
察に依存せざるを得ない政府はこれらを一層強化するか故に. I軍備拡張→増税〉国民の不
満激化→弾圧(国民の自由・権利抑圧)→対外侵攻というサfクル(循還過程)J 36)は不断
に拡大運動をとらざるを得なL、。軍事費をrl"心として明治政府が支出する諸費用の財源を農
33) r明治文化全集」軍事編・交通編170頁
34)大江志乃夫「中央集権国家の成立J (岩波書庖「日本歴史」近代2所収76頁
35)掘江英一「明治維新の社会構造J54頁
36)松永昌三「自由民権思想J (橋川・松木編前掲「思想史J1所収192頁)
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民を基調とする国民の課税のみに頼ることは最早や許きれなL、。強兵は市国の裏付げによっ
てのみ可能である。寓国は強兵にとぺて必要不可欠の要{'!:で、あるc 強兵を前提とする富国へ
の道は，すでに欧米資本主義列強の外圧を契機として幕末から幕府，諸藩によって志向せら
れ， (ある程度成功した藩が「雄藩」に)また多くの学者から富国の手段として貿易の重要
性が強調された 3il新たに成立した明治政府も当而の最大目標である強兵の手段として当然
富田を意図したのであり， この事柄からのλ からすれば[富国は強兵の僕牌にすぎなかっ
た 38)といえるカ‘も知れないが，古固と強兵は楯の両面の不可分の関係にあり， この意味に
おいて一富国強兵， とくに由同と L、う意味は，かならずしも軍事的なものだげが考えられた
わ汁ではあり主せんげれども，やはり強兵と L、う字と組み合わされて使われたところに意味
があります 39)といってよ L、。対外的には欧米資木主義列強の軍ゴj:(J''.!脅威による危機感から
の弱肉強食の力の論珂が支配する 1I上界への対応，対内的には激増する国民各層の不平・不満
へ対処しながら中央集権的近代統-国家形成のための手段と Lて，明治政府は7?国強兵を第
・義的目標として最高国策と Lたのであり，その7主要性の故に，特に征韓論で政府分裂以後
大久保は由国 jを担当する大蔵干?と「強兵ーを担当する陸海軍省とを'M強の行政的かな
めを集中した内務省、のキ右両翼に配した権力機構を構想 Lたのである O 40)明治政府が富国強
只を第一のスローガンに婦げてみても，その可能な千段がなければ現実的意味はなL、。かく
て寓国強兵が政治的・経済的集中の目標である主き，その集中の具体的な経済政策は「殖産
興業|であり，具体的な姿は 1 丈明開化 lであった口 4lJ
日本がアジアにおいて唯-の「帝国主義一;こなり得た理件'1によって明治維新を「古典的ブ
ルジョワ革命の位徒のものと Lて位同づげるか従って日本を Lて 最伎の帝国 I4:3)と L
て評価千石か，あるいけ 向進Il:ilこい十る先進I:EI"I}).i自L、つぎを意図寸る近代化のための民
族革命の先~J1 グ，~ -ソ;こおくのか 13)ということは，特;二アシア・アフリカ問題の考え方に
関連して#~めて i主要な問題を合んでL 、る G 44)この問題についてここでは立入らないが，いづ
れにしても幕末維新当時欧米資本主義列強に対して一日本(土全くすべての而で‘弱かったので
ある D すなわち，国は統ーされておらず，国庫は空であり，て|吐紀以上続いた平和の後，所
:)7 )徳川時代;二お:ナる 富国強兵 とい 3スローガンとそのための記画につL、て，マリウス.H.シャ J
ヒン(桑ケー 待訳) 日本の近代化の三う乃H標J (武田清子編ー比較近代化論」所収176頁以下参照)
38) I東洋紡績七十年史ー δ頁
:19 )安藤良雄一白木資本主義の歩入 20頁
-HJ )大江志乃九 tift昌子号83頁
41)向上71頁参照
42)大内力「日本経済論J (わ 305ft
t~; )桑原武夫「後進国問題の考え万J (/司氏制. ri掲書所収f)70瓦)
44)同上670頁参階、
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蔵していた兵器は，時代遅れのものであった。J45)権力形態からすれば，成立当初の勤王雄藩
を主体とする藩閥政権(維新政権)が，幕末期の徳川政権に対して産業資本の創出，国家権
力の強化に関してより積極性を示した相違はあるが 46)まだひきつづき封建的領有体制その
ものの上に立脚していたmもので，この段階では中央集権的近代統一国家は形成されていな
い。又，財政面で、は皇室御料は謹か三万石にすぎず「皇家におかせられては金穀の貯えトン
と無え侯J (由利公正の書簡，同志社大学総長住谷先生の話)とし、う状態で，政府は討幕に
も財政確立にも大富豪の資金援助なしには何事もなし得なかったし，更に兵器のおくれにつ
いては，彼我の生産力の格差から生じる軍事力の相異が民族的危機感を抱かせた事実だけで、
十分である。要するに「西洋に比して遅れているが故に，日本は弱かったJ48)のであるO 西
洋諸国に対して日本が遅れているという認識は， I西洋」とし、う鏡にうっすことによって始
めて自己の存在を確認49)することから生れた。当初西洋に対する漢とした「へだて」の意識
が開国を強要されるに及んで急激に尖鋭化し異質なものに対する本能的な拒絶反応として
「信仰的」な過激壊夷論50)へと昇華する。しかし他方において「へだて」の意識は，生産力
と寧事力の優越をもって迫る欧米資本主義列強の力の論理が貫徹する現実の世界に対して，
「採長補短的選択的西洋受容論」の根拠としての「おくれ」の意識を形成する051) Iおくれ」
の意識は格差認識であり，格差の認識は力の論理によって開国を強要される現実の位界への
開限であり，いきおい， I西洋ノ賊ヲ防ガントテ，只管西洋ノマネヲスルハ，人タル者，犬
と闘ント欲シテ，我モ亦噛ムコトヲ，学ブ類ナランJ52)とL、うが如き極端な排外主義者の批
判は論外として，当時の国際的・国内的諸情勢がもたらす外患，内憂に対処するには富国強
兵への道以外にはとるべき方策はなし、。殖産興業一貿易 富国ー強兵という図式においてみ
る場合，財政的窮乏に苦んでいた幕府・諸藩が軍事費を賄うために， 自らの富国への道とし
て独占的貿易を意図したのは当然であり，この段階で貿易が問題になったのは強兵の手段と
e 
しての富国のためで、あったといってよいom明治政府も民族的危機を回避して「万邦と対峠J 詩，
し圏内の不平分子を抑えて早急に中央集権的近代統一国家を形成するために，強兵を緊急
45)マリウス・ B.ジャンセン，前掲「比較近代化論J167頁
46)津田秀夫「明治国家成立の歴史的前提J (同氏編「明治国家成立の経済基盤」所収244頁)
47)陣峻衆三「明治維新期の農業問題J (津田編向上所収354頁)
成立当初の明治維新政権の性格については丹羽邦男「明治維新の土地変革J3頁以下参照
48)マ日ウスー B.ジャンセン，前掲書168頁
49)河野建二・前掲桑原編「比較研究J11-2頁
50)市井三郎n明治維新」の哲学jJ137頁
51) Iへだて」の意識と「おくれ」の意識については，山崎春成「日本一この百年J (同氏編「講座マル
クス主義12日本」所収30頁以下参照)
52) I明治文化全集」思想編73頁
53)津田秀夫，前掲書250頁註21参照
Io 
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にして最大目標とする限りにおいて， この図式路線政策を採らざるを得な L、。寓国強兵を通
Lて欧米資本主義列強に伍してゆくには， 日本自らを列強同様の強大な国家として育てるた
めに西洋 I を目指して「両欧化政策」を推し進めてゆくほかに最も有効な道はなL、。西
洋の制度・文物の長を採り入れることによってのみ富国強兵のための確同たる基礎が築かれ
るO その手本はもちろん欧米資本主義列強であり，特に大久保が「必ずLも英国の事業に拘
泥 Lて之を模倣寸ベきにあらず、と難も，君日・致し其国天然の利に基き財用を盛大にして国
家の根抵を同ふするの偉績に至 i)ては，我国今日，大有為の秋に際して，宜しく規範と為す
べきなり。況んや投下1)の地形及天然の利は，英国と相類似するものに於てをや¥54)と言うよ
うに世界の仁場」 と称されたイギリスである。 その問の消息は 7特命全権大使米欧同
覧突記」や「大久保利通伝 155)などによって明かなところであるcかくて日本の手本は日本
に脅威を与えつつある欧米資本主義列強['j身の姿であり，直属強兵は実にそれら列強の姿に
似せて向己を形づくることを意味するスローカンであった。 56〉73国強兵が緊急に Lて最大の
目標であり， かつ欧米資本主義列強にならうことによってのみ達成され得るとL、う信念、か
ら，征韓論争のさなかにも抱わらず敢て1871年(明治4年)11月;こ岩倉具視を正使とし大久
保・木戸等を副使とする欧米の制度主物の視察派遣がなされたのである C この派遣「事由
書!57)には， -k明開化Jによる道こそが対外的独立を保持する唯一の活路であることが明
確に示されており，それがために征韓論に関して木戸が内治優先の立場から「治効末だ嘗て
文明に化せず，国歩末だ嘗て富強に適せず I 58)と征韓論に反対し，)1..当時の駐英公使寺島宗
則が大久保にj去った書簡の中でー官強ノ某タノL開化自由 r 59)とL、うが如く，京国強兵は常に
1:.明開化と密接不可分の関係と Lて把握理解されていたのであるc 要するに欧米資本主義列
強の制度文物を草人 fることが，そのまま吉国強兵;こったがると L、う jづげであるつ欧米の制
度え:物どは欧米資本主義ダIJ強の政治・桁済・fI:会の諸制度・諸機構であり， これらを導入す
>' ~ ることはいきおい←世界資本主義の ιjlへfT流して行くことに外ならな L、三 160) I西欧化政策」
とは京国強兵の手段と Lて資本主義的生産様式を導入することであったわけであり， 日本資
本主義は欧米資本主義列強への対応形態にほかならなかったのである C かく Lて 明治維
54) I 大久保利通文書 l 第五 5ti-1~ 5 s( 
日) 米欧同覧実記J 第三篇209頁以下.勝目孫~;F 一大久保利通伝J 下巻必貢以ド参照
明治維新さ~時日本;二文化的影響を与えた主要国(英・米・独・仏)についてほ矢内原忠雄「現代日
本小士総説 (同氏編 現代日本小史」上巻所収Ei頁以下参照
51i)大江d志乃夫， rtiT掲近代2所収71頁
57) I岩倉公実記」中927頁以 F参照
58 ) 木戸孝允文書」第八. 131頁
59) 大久保利通文書」第四， 505T_t 
(0)高橋亀r¥.lIjj，自 発達史!70日
- 44一 日本資本主義成立過程における政府と政商との結合の必然性同(辻岡)
新」は『西洋』への対抗と同化の「過程」釦であったといえよう。ここで注意すべきは単に
富強のためにはその手段として貿易が重要で、あり，それがために開国を行なって貿易の道を
選ぶというが如き悠長な事態ではなく，富国強兵は幕末維新期における日本に対する至上命
令であって，答応なく開国=貿易を強要されて，最初から外国貿易をもって出発せざるを得
なかったと L、う事情これである。日本の場合は開国=貿易，貿易=資本主義化，而して資本
主義化は，富国強兵を第一目的とし，殖産興業をその手段として，欧米資本主義列強の制度
文物の移植・模倣という形，すなわち全体的・具体的には文明開化と言う姿で行なわれたの
であり，かくて富国強兵・殖産興業・文明開化は密接不可分の関係にあったのである。
61)河野建二，前掲桑原編「比較研究J12頁
山崎春成氏は，河野氏のこのような角度からの明治維新のとらえ方に基本的に同意しながらも，言
葉としては「同化」より「受容」の方が，より適当だと思う，とされる。(同氏，前掲書30頁)
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